
教育研究データ 

１．氏名 宮城 円 

２．生年月 1990年 4月 

３．取得学位 博士 (心理学) 

４．教育業績 

教育上の能力に関する事項 年月 概要 

（１）教育内容・方法の工夫 

 

2018年 4月 ①オフィスアワーやメール等において授業等の質問

を受け付けている。 

②授業資料や映像教材をWeb上で公開し、ICT機器

を活用した学習を促進している。 

（２）教育方法・教育実践に関する

発表，講演等 

 

― ― 

５．研究業績 

（１） 著書 

単著 

共著 

の別 

発行の 

年月 
発行所 

― ― ― ― 

（２）学術論文 

単著 

共著 

の別 

発行の 

年月 

掲載紙および巻/号，頁 

 

①自己スキーマと出身地についての

知識との関連―沖縄県を例にして

― 

共著 
2014年

3月 

『広島大学心理学研究』, 第 13

号, 35-44 

②内的基準による意思決定における

FRN 様成分―閾下提示選択パラダ

イムを用いた検討― 

共著 
2016年

5月 

『生理心理学と精神生理学』第

34巻第 1号, 27-39 

③ Relation between choice-induced 

preference change and depression 
共著 

2017年

7月 

『Plos One』, 第 12号, 1-14 

④選択による選好の変化とパーソ

ナリティの関係 
共著 

2019年 

3月 

『広島文教女子大学心理学研究』

第 5巻第 2号, 53-61 

（３） 研究・作品発表 

 
発表の年月 発表学会等 

① Personality trait of novelty seeking 

predicts the degree of choice-induced 

preference change 

2016年 7月 

The 31st International Congress of 

Psychology 

② 選択による選好の変化は自己の 2017年 11月 中国四国心理学会第 73回大会 



正当化によって生じているのか

―閾下提示選択パラダイムに

おける選択による選好の変化と

自尊心の関連― 

（４）所属学会 

① 日本心理学会 

② 日本認知心理学会 

③ 日本基礎心理学会 

④ 中国四国心理学会 

 


